
平成２３年度田辺市防災会議 議事録（要旨） 

 

 

１ 日 時 平成２４年２月３日（金）１３：３０～１４：３０ 

 

２ 会 場 田辺市役所 ３階 第一会議室 

 

３ 出席者 

⑴ 出席委員（３６名） 

真砂会長、三角委員、新田委員（代理）、竹下委員、田中雄三委員、武田委員、宮原委員（代

理）、重根委員、宮崎委員、安田委員、得津委員、山崎委員、岡本委員、田中敦委員（代理）、

長嶝委員、中村全文委員、中村久仁生委員、岩本委員、谷中委員、鹿子委員（代理）、平野委

員、宮本委員、玉置委員、山本委員、釣本委員、榎本委員、田中庸雄委員、那須幹司委員、

泉委員、坂本委員、古久保委員、尾崎委員、松本委員、津田委員、那須秀雄委員、田中稔委

員 

⑵ 欠席委員（２名） 

辻委員、折戸委員 

⑶ 事務局（８名） 

防災対策室 宮脇、茨、的場、原田 

行政局   五味、中、阪井、安井 

 

４ 傍聴者 ３名 

  

５ 内 容  

議題 ⑴ 台風１２号災害の概要について（災害対応と今後の課題） 

事務局から台風１２号災害の概要（被害状況、災害対応、今後の課題）について説明を行った。

【質疑・意見等】 

委 員：台風１２号の際、親類に人工透析患者がいるが、防災ヘリで早急に搬送していただい 

たことにお礼を申し上げたい。 

 

議題 ⑵ 地震・津波対策をはじめとした防災対策の強化について 

事務局から平成２３年度の主な防災対策事業の概要及び平成２４年度の主な防災対策事業の計 

画について説明を行った。 

【質疑・意見等】 

委 員：現在、市内の医療救護所は５カ所あるが、そのうち、今回の台風１２号では本宮さく 

ら診療所が浸水したし、田辺広域休日急患診療所（田辺市民総合センター）は津波浸 

水の危険がある。そうしたことから安全な医療救護所の選定をお願いしたい。 

事務局：避難所と同様に見直しを進めたいが、救護所は避難所と違い医療設備が必要となるこ 

とから健康増進課とも協議していきたい。 

 

 委 員：今年度の防災訓練について、大塔の鮎川でもあったが、台風災害前で危機感がなかっ

たのかもしれないが、参加者が少なかったように感じた。来年度の訓練は公民館など



に避難して集まっただけというのではなく、危機感を持ってやっていただきたい。 

 事務局：海岸部の方々は、東日本大震災以降に危機感が高まっており、山間部については、今

回の台風災害後に意識が高まったと感じている。防災学習会も申込も頻繁にあり、防

災に関する知識等を身につけていただき、来年度はより実践的な防災訓練を行ってい

くようにするので参加をお願いしたい。 

 

委 員：今月２月１０日に南部ブロック１１町内会で大地震を想定した津波避難訓練を行う予 

定である。幼稚園や小・中・高校など各団体が連携し、とにかく津波から逃げ切るよ 

うに啓発を行っている。 

事務局：東日本大震災以降、小学校区やブロック単位で連携して防災訓練をしようという意識 

が芽生えており、心強く感じている。今後もよろしくお願いしたい。 

 

委 員：今回の台風災害後に田辺市女性会連絡協議会の会合でグループワークをした際、本宮 

の方から、災害の時に昔の井戸や五右衛門風呂が役に立ったと聞いた。 

会 長：今回の台風災害では被害が出て通行止めとなった幹線道路があったが、逆に活用でき 

た林道もあったという例もある。普段は不要と思われるものでもいざという時に役に 

立つものもある。 

 

議題 ⑶ 地域防災計画及び津波浸水ハザードマップの修正についての今後の見通しについて 

事務局から地域防災計画及び津波浸水ハザードマップの修正に係る今後の見通しについて説明 

を行った。 

【質疑・意見等】 

委 員：津波浸水ハザードマップの修正が平成２５年度になる見通しとのことだが、東日本大 

震災から２年経つことになり、時間がかかり過ぎではないか。もっと早くできないか。 

事務局：国や県の想定の見直しなどからでは、ある程度時間が要することから、できることか 

ら取り組んでいるのでご理解いただきたい。 

 

 議題 ⑷ その他 

【質疑・意見等】 

委 員：高齢者や障害者の防災訓練について、どのように考えているか。 

事務局：これまで、津波避難訓練の際に新庄の高齢者施設に協力いただき参加いただいたり、 

防災学習会を障害者施設で行ったりしている。地域からも提案をいただきたい。 

  会 長：田辺市では災害時要援護者名簿を作成し自治会等に提供する取り組みを行っている。 

  委 員：身体障害者連盟に加入している障害者は２割程度で、プライバシーの問題もあるので

個々の情報が分かっていないところもあるのではないか。 

  

  事務局から次のとおり報告を行った。 

    ①今月２月９日に大阪府羽曳野市、奈良県橿原市と田辺市の間で三市災害相互応援協定を

再締結する予定である。 

   ②今月２月１５日に合気道創始者ゆかりの友好都市である北海道遠軽町、茨城県笠間市、

京都府綾部市と田辺市の間で災害相互応援に関する協定を締結予定である。 

 


